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Graduate School of Global Studies, Doctoral Program, Tokyo University of 
Foreign Studies 
The draft constitution of Imperial Vietnam, prepared on April 3, 1945, but never ratified, was 
found at the Vietnam National Archives Center IV in Da Lat. This draft seems to have been 
influenced by the constitution of the Empire of Japan; for example, Japan’s Imperial Household 
Law of 1889 (皇室典範, Điển-chương của Hoàng thất) details the line of succession to the 
Imperial Throne, while the term “Dai-Shin-In” (大審院, Đại-Thẩm-viên, “supreme court”) did 
not exist in Vietnam prior to the draft. Furthermore, this draft might be related to the 1946 
Constitution of the Democratic Republic of Vietnam, as it emphasizes the unification of North, 
Central, and South Vietnam, plus gender and class equality. I believe this draft will be relevant 
to those studying the constitutional history of Vietnam. The preserved draft had no Vietnamese 
tone marks and many typographical errors, which I have corrected and translated; hence, I am 








ナム国資料群の中に「1945.4.3 付ベトナム国憲法草案」 図 1 ベトナム国家第４文書館 
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その後 2007 年 12 月にベトナム国家第 4 文書館として再生した［関本 2009］。かつてフ
エ文書館にあった文書群はここに移設保管された。保管されている漢文書物の木版原版
は世界記録遺産となっている。本文書館はまだ目録がデータ化されておらず、目録を閲
覧し日本関係の文書の１.箱ファイル番号（Numéro de Carton, Hộp số）2.ファイル番号 
（Numéro de dossier, Hồ sơ số)を抽出しエクセル表にすることから始めた。1940 年から
1956 年にかけての文書群は、１.中圻理事長官府文書群（Tòa Khâm sứ Trung kỳ：略名
RSA,1874-1945）2. ベトナム国家国長府文書群 (PHỦ QUỐC TRƯỞNG QUỐC GIA VIỆT 
NAM：略名 PQTQGVN,1946-1956)、3.中越1長官府文書群（PHỦ THỦ HIẾN TRUNG 
VIỆT：略名 PTHTV,1947-1954) 、4.中部平原政府代表部文書群 Tòa Đại Biểu chánh phủ tại 
Trung Nguyên Trung Phần：略名 TDBCPTTNTP,1954-1969）である。検索範囲を広めてい
たところ、対象外である 2. ベトナム国家国長府文書群の中に第二次世界大戦中の憲法
草案（以下「1945 年 4 月憲法草案」とする）を発見した。 当該請求番号については参
考文献の最後に記した。当該草案は日本占領下のベトナム、フエで作成されたものでだ
れがどのような意図で作成したかについては今後の研究課題としたい。研究の手がかり
として 3 月 9 日のクーデタから 1946 年憲法制定までの関連する出来事を II.で記す。 
II. 2.1945年 3月 9日クーデターから 1946年憲法制定までの
出来事 
3 月 9 日 クーデターによりフエでのフランス支配権がなくなる。 
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ン 2018:101］ 










3 月 12 日 横山大使を呼んで、独立宣言書を渡す。横山に在サイゴンのゴー・ディン・
ジェムを呼ぶように要請。［バオ・ダイ 1990:162］ 
3 月 16 日 ファム・クイン首相3は現職大臣を何人か残して組閣を意図したが、バオ・ダ
イ帝は自らが主宰する内閣を望んだためファム・クインは身を引くことを決めた。
［横山 2017:56］ 












3 年 19 日 親政することをファム・クインに告げ、内閣総辞職させる。［バオ・ダイ
1990:165］ 
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3 月 21 日 チャン・ディン・ナム・ダナンからフエ到着14。［ホエ 1995:30］ 
3 月 27 日 ホアン・チョン・フー、チャン・ヴァン・トン、ホアン・スアン・ハン、ヴ
ー・ヴァン・ヒエン、ファン・アインがハノイからフエにきた15。［ホエ 1995:31］ 
これらの人はバオダイと謁見（①チャン・ディン・ナムだけは 3 月 21 日）。バオダイは
①の提案により、ゴー・ディン・ジェム（在サイゴン）を招請する電報を打つも、
日本軍によって阻止される。［ファム・ホン・トゥン 2018:108］ 
3 月 27 日 日本人がチャン・チョン・キムをバンコクからサイゴンに、さらに 4 月 5 日
フエに移す。［ファム・ホン・トゥン 2018:31］ 
4 年 3 日 1945 年 4 月憲法草案作成 
4 年 4 日 バオ・ダイ帝は横山を王宮に呼び出し諮問の結果を伝えた。［横山 2017:57-58］ 




4 月 17 日 チャン・チョン・キムは組閣名簿をバオダイ帝に提出。その場に「たまたま」
横山も居合わせ、共に見る。組閣名簿はバオダイと横山によって認められる。各閣僚：
①Trần Trọng Kim,②Trần Đình Nam,③Trần Văn Chương,④Trịnh Đình Thảo,⑤Hoàng Xuân 
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チョン・キムの後ろ盾になるため。横山は親日分子（Ngô Đình Diệm, Trần Văn Ân, Vũ Đình 










月 30 日付諭第 69 号、『ベトナム新報』1945 年 7 月７日付記載）。［ホエ 1995:44-45］ 




8 月 19 日 ハノイでベトミンが蜂起。 
8 月 22 日 ベトミンがフエを制圧。 
9 月 2 日 独立宣言。 
9 月 20 日 主席令によりホーチミンを議長とする憲法起草委員会が成立。 
1946 年 11 月 18 日 1946 年憲法採択（発布せず）。 




る。122 条項のうち 47 条項に類似が見られる。例えば、皇帝は阮（グエン）家の系譜
に属す（第 4 条）。帝位は、定められた皇室典範に従い、皇男子または皇男孫が継承す
る（第 5 条）。皇帝は不可侵である。（第 6 条）などである。大日本憲法にはない男女平
等など大日本国憲法より一歩進んだ規定もある。皇帝の権利が強く大日本憲法にはない、
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の表現）。1946 年憲法起草過程において 1945 年 9 月 20 月の主席令 34 号で７名の起草
委員の中にヴィン・トイ（Vĩnh Thụy,元バオ・ダイ帝）も名前を連ねている［今井 2000:153］
またチャン・チョン・キム政権の閣僚であったファム・アインらが民主共和国政府に参
加していることから 1945年 4月憲法草案が 1946年憲法に何らかの影響を与えているの
ではないかと推察できる。これらについては今後の筆者の研究としたい。以下 IV.で日
本語訳を掲載する。 
IV. 「1945 年 4 月憲法草案」（日本語訳） 
※参考までに大日本帝国憲法規定の類似条項番号を文末＜＞内に記した。 
 
第 I 章 
総則 





第 II 章 
皇帝の大権  
4.- ベトナムの皇帝は阮家の系譜17に属する18。<大日憲 1 条> 
5.- 帝位は、定められた皇室典範に従い、皇男子または皇男孫が継承する。<大日憲 2
条> 
6.- 皇帝は不可侵である。<大日憲 3 条> 
7.- 皇帝は国家の代表（象徴）であり、国民と主権を分かち合い、この憲法の規定に基
づき国を統治する。外国に対して、皇帝はベトナム国家の代表である。<大日憲 4 条> 








令による。<大日憲 7 条> 
13.- 皇帝は国会で制定した法律を批准し公布する。皇帝は国会に同意できないときは法
案を国会に差し戻し再審議させる拒否権をもつ。<大日憲 6 条> 
14. 国会が召集されておらず、差し迫った緊急事態の時、皇帝は勅令を発布することが
できる。それらの勅令は次の国会に提出しなければならない。もし国会で承認が得られ
ない時、政府はそれ以降無効であると公表しなければならない。<大日憲 8 条> 
15.- 皇帝は、法律を執行し公共の安全と幸福を図るため、必要な命令を出す。または各
行政官に代わって発せさせることができる。しかしながら命令をもって法律に代える19
ことはできない。<大日憲 9 条> 
16.- 皇帝は権力機関を組織し、法律の規定により上級の文武の官を任命する20。<大日
憲 10 条> 
17.- 皇帝は全軍を統率する。<大日憲 11 条> 
18.- 皇帝は国会と同意したのち、外国に対し宣戦し、講和し、条約に調印する権利を持
つ。<大日憲 13 条> 
19.- 皇帝は大赦、恩赦、減罪、復権をおこなう権限を持つ。<大日憲 16 条> 
20.- 爵位、勲章と他の栄誉の授与・撤回はいずれも皇帝の勅令による。<大日憲 15 条> 
21.- 皇帝が成人である 18 歳に満たない時は定められた皇室典範にのっとり摂政を置く。
摂政は、政府、大審院、都察院、国会によって多数で承認されれば、皇帝に代わって大
権を行使する。<大日憲 17 条> 
22.- 皇室の経費は独自に規定された法律による。額が定まれば毎年支出する。増額する
ときを除き、国会は審議権をもたない。 




25.- 法律の定めにより、国民は兵役の義務がある。<大日憲 20 条> 
26.- 法律の定めにより、国民は納税の義務がある。<大日憲 21 条> 
27.- 法律の定めにより、国民は職権執行者の命令に服従する義務がある。 
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え）を受けない。<大日憲 25 条> 
32.- 法律の範囲において、国民は居住及び往来の自由権を持つ。<大日憲 22 条> 
33.- 法律の定める場合を除いて、国民は書信・電信を保持する権利を持つ。<大日憲 26
条> 
34.- 国民は、信仰の自由と思想の自由を持つ。<大日憲 28 条> 
35.- 国民は自由に集会する権利を持つ。規則を犯さなければ制限・停止することはでき











大日憲 27 条> 
42.- 公共の利益にとって必要な場合、国民の財産は法律に則って徴用（収用）あるいは
徴収されることもある。<大日憲 27 条 2>  
43.国民は、法律の定めに基づき財産の相続権を享受することができる。 
44.- 国民は所定の法律に基づき請願書を皇帝、政府、都察院、国会に提出する権利を持
つ。<大日憲 30 条> 
勅使河原章 
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45.- 国民は、法律の定めに基づき、原告による起訴と行政訴訟のため、法廷で訴訟する




憲 32 条> 
第 IV 章 
立法権 
48.- 国会は皇帝を助けるため国民が選んだ代表で構成され、立法権を行使する。 
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は、政府に理由を示させ国会に法案を再審議させる拒否権を行使することができる。も















66.- 国会解散時、皇帝は勅命を持って解散の日より 1 ヶ月以内に皇帝は選挙をするため
の選挙団を招集する命令を下す。解散が国会満期の概ね 6 ヶ月以内であったならば皇帝
は次期国会選挙の勅令をだす。<大日憲 45 条> 
67.- 国会は、大審員27と都察員を皇帝が選ぶための名簿を提出する権利をもつ。 
68.- 国会の任期は 4 年である。 
69.- 国会は 1 年に 2 期ある。皇帝は新暦の１月と６月に国会召集の勅令を出す。会期は
1 ヶ月間である。緊急要件のある時、皇帝は延長の勅令をだす。 
70.- 緊急要件がまぢかにある時、皇帝は臨時国会を招集する。会期は 15 日である。国
会の有効人数の大多数が要求した時もまた皇帝は臨時国会を招集することができる。 
71.- 任期の最後の国会終了後、皇帝は次の 6 ヶ月以内に新議員選挙勅令をだす。 
72.- 国会はその総議員の 3 分の 2 が欠席した時は会議を開く資格がない。<大日憲 46
条> 
73.- 国会議員の議事は過半数をもって可決する。可否同数なる時は議長の決する所によ
る。<大日憲 47 条> 
勅使河原章 
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74.- 国会は公開とし、公衆は傍聴できる。ただし秘密保持または政府の要求により秘密
会議とすることができる。<大日憲 48 条> 
75.- 国会は、職務怠慢28や法を犯した大審員、都察員の、譴責、罷免を皇帝に上奏する
ことができる。<大日憲 49 条> 
76.- 国会は国民から提出された請願書を受け取ることができる。<大日憲 50 条> 
77.- 憲法と国会法以外に、国会は内部の整理に必要な規則を定めることができる。<大





ことはない。<大日憲 52 条> 
80.- 国会の会期中は国会の許しがなければ、重罪、軽罪を問わず、起訴、拘束を受けな
い。ただし現行犯の場合は上記条件を享受できない。<大日憲 53 条> 
81.-各国務大臣により中央政府が構成され、その筆頭に立つのは国務総理である。（各国





する。<大日憲 55 条 2> 
85.- 国務大臣及び政府委員は国会に出席し及び発言する権利を持つ。<大日憲 54 条> 
86.- 国会で質問された時、各国務大臣は全員あるいは人ごとに担当が回答のため出席す
ることができる。 
(第 V 章) 
(会計)30 
87.- 新たに租税を課し及び税率を変更する時は法律をもってこれを定めなければなら
ない。<大日憲 62 条 1> 
88.- 国家の歳出歳入は、政府が予算を作り国会の議決を得る権利を持つ。国会はただ予
算を政府に提出することができるのみである。もし国会が政府の予算を２回否決したの
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ならば政府は前年度の予算を施行することができる。<大日憲 64 条,71 条> 
89.- 歳出歳入が、法律の結果によりまたは法律上政府の義務に属すれば、政府の同意を
得て初めて国会は削減することができる。<大日憲 67 条> 
90.- 緊急の時、予算が不十分な時、または予算の他に生じた費用を使う時に政府は予備
費を設けることができる。しかし次の会期において(予算を)国会に提出し承諾を求めな
ければならない。<大日憲 69 条,70 条> 
91.- 公共の安全を保持するため、内外の情勢により政府が国会を召集できない緊急事に
需要がある場合、皇帝は勅令により財政上必要な処分をすることができる。しかし次の






第 VI 章 
司法権 
95.- 各裁判所（法廷）は国会の名において司法権を保持する。裁判所の組織は法律の定
めによって行う。<大日憲 57 条> 
96.- 裁判官（法官）は法律の定めた十分な資格を持った者を任ずる。<大日憲 58 条> 
97.- 裁判官は刑法の宣告または懲戒による処分以外では罷免されることはない。懲戒条
規は法律の定めによる。<大日憲 58 条 2,3> 
98.- 裁判の対審判決は公開とする。しかし安寧秩序または風俗を害する31時は法律によ
り公開を停止する。<大日憲 59 条> 
99.- 行政官のために違法な処分が発生した訴訟は、行政裁判所で裁判される。組織方法
は法律をもって定める。<大日憲 60 条> 
100.- 各級の司法と行政の裁判所の上に、最高の司法機関である大審院がある。大審院
は、国会が経験と徳望がある 40 歳以上の人を選び、名簿を作成して皇帝に呈し、皇帝
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第 VII 章 
監察（giam Sát）権 











第 VIII 章 
機密院 
113.- 機密院33は、国政の各重要問題を皇帝が諮問する最高顧問機関である。 
114.- 機密院は 8 人の顧問からなる。2 人は皇族、2 人は皇室の徳望ある者、そして 4
人は官吏、または国民のうちの徳望ある勲功者である。2 人の皇族をのぞいて機密院顧
問は 40 歳以上でなければならない。 
115.- 機密院の組織方法は法律で定める。 
第 IX 章 
附則 
116.- およそこの憲法に反する法律や命令は無効である。<大日憲 76 条> 
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員の 4 分の 3 以上が出席し可決すれば改正案は通過する。出席議員の３分の２以上で否
決されたら政府は取り下げなければならない。<大日憲 73 条> 




121.- この憲法は皇室典範をもって変更することはできない。<大日憲 74 条> 
122.- この憲法は皇帝の勅令により公布され施行される。 
フエにて、1945 年 4 月 3 日 
終わりに 
 従来ベトナム憲法は 1946 年憲法からと言われており、ベトナム帝国時代（チャン・
チョン・キム政権時代「憲法起草会議」の設置、ベトナム民主共和国時代の憲法設立委
員会の設立（9 月 20 日）は明らかになっていたが具体的な憲法草案存在については不
明であった。今回の発見により 1945 年 4 月にすでに憲法草案文面が作成検討されてい
たことが明らかになった。 
横山の回顧録は 4 月 4 日に諮問委員会の結果を聞いた［横山 2017:57-58］とあるが、そ


























2 川本によれば「3 月 21 日パートノートル条約などこれまでベトナム・フランス間に結
んだ全ての保護条約の破棄を通告」とある［川本 1967:515］。1874 サイゴン条約、1983
アレマン条約、1884 パートノートル条約［Ibid. 506］。 






7 フエの著名カトリック一族出身。44 年 7 月フランス政府の逮捕を逃れ日本軍の庇護を
求める。ベトナム首相になることに日本陸軍反対。1963 年殺害される。 
8 退職した元総督、ゴー・ディン・ジエムの兄［ホエ 1995:86］ 
9 進士の肩書きをもつ。20 世紀初頭の知識人活動家。1908-22 までフランスにより流刑。
共産主義者ではなかったがそのまわりに多くの活動家が集まる。1946 年にベトミン連











14 横山の回顧録では 3 月 30 日となっている。 
15 横山の回顧録（1945 口述）では、ホアン・チョン・フー他 3 名がフエについたのは 4
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月２日とあるが、ファム・カク・ホエ 1995、ファム・ホン・トゥン 2018 の記述の方が
記述文書とのことからも正しいと思われる。 
16トゥンの根拠が不明である。 
17 原文は thông hê nhà Nguyên (thống hệ nhà Nguyễn), ( )内は筆者修正後, 以下同様。 
18 原文は thuôc vô (thuộc vô), vô は南部表現 ; vào と意味同じ。 
19 原文は viên dôi (biến đổi), biến đổi のタイプミスと思われる。 
20 原文は nhiêm lênh (nhiệm mệnh), nhiệm mệnh のタイプミスと思われる。 
21 原文は giai (giai cấp),原文は giai のみだが cấp を漏らしたと思われる。giai cấp: 階級。 
22 46 年憲法前文では「種族、性別、階級、宗教の区別なく全人民を団結させること」
とある。〔鮎京 1993:88〕 
23 36 条は当初より脱落したと推定する。 
24 原文は Bôi dông (Hôi đồng) だが明らかなタイプミスのため修正した。 
25 原文は chuoc dinh (chước định), chước định: 酌定。 
26 原文は dàn hac (đàn hặc), đàn hặc: 弾劾。 
27 Dai-thâm-viên(Đại-thẩm-viện)大日本帝国の『大審院』からの直訳。フエには存在していなか
った。 
28 nich chuc (nịch chức): 職務怠慢。 
29 原文は luan xet だが luận tội が正しいと思われる。luận tội: 論罪。 
30 第 V 章は原本では欠落していた。筆者は、大日本国帝国憲法を参考にしていると想
定し当該部分「会計」を捕捉追記した。 
31 原文は dinh su (đình chỉ) だが đình chỉ の誤りと思われる。đình chỉ: 害する。 
32 原文は bao chuong だが bảo chứng (保証) が正しいと思われる。 
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Los Alamitos CA 
Phạm Hồng Tung. 2018. Nội Các Trần Trọng Kim: Bản Chất,Vai Trò Và Vị Trí Lịch Sử Nhà 
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